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ボーイスカウト
日本ボーイスカウト群馬県連盟   広報誌

ボーイスカウトは、自立心のある健全な青少年を育てる、世界的な社会教育運動のひとつです。少年たちの好奇心や探究心にこたえる活動を通して、心身ともにバランスのとれた人格の形成をめざしています。

Gunma Council, Scout Association of Japanぐんま

●ボーイスカウトフェスティバル2020
●文部科学省委託事業
 「ワクワク自然体験あそび」

群馬県のボーイスカウト群馬県のボーイスカウト

スカウト数　　　　　　　スカウト数　　　　　　　名名

加盟員総数　　　　　　　加盟員総数　　　　　　　名名

（令和３年１月31日現在）（令和３年１月31日現在）

624624
1,0361,036

群馬県のマスコット「ぐんまちゃん」群馬県のマスコット「ぐんまちゃん」
許諾 第 28-140729 号許諾 第 28-140729 号
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群馬県のボーイスカウトは前橋・高崎・桐生・太田の４地区で構成され、各地区内にある団を単位にそれぞれ活動を行っています。各団の活動拠点は県連盟Webサイトにてご覧になれます。

●●ボーイスカウトフェスティバルボーイスカウトフェスティバル20202020  （表紙写真）（表紙写真）

●●文部科学省委託事業 「ワクワク自然体験あそび」文部科学省委託事業 「ワクワク自然体験あそび」
　新型コロナウイルス感染症は、子供たちの日常に大きな影響をもたらしてい
ます。その中でも、特に屋外での活動の減少や未知の感染症拡大に対する不安
などは、子供たちの成長に影響を及ぼす恐れがあります。 
　このようなことから「子どもたちの心身の健全な発達のための子どもの自然
体験活動推進事業」の委託先を文部科学省が公募しました。この事業は、各地
域の感染状況と感染防止に十分留意した上で、子供たちの自然体験活動を充実
する取り組みで、自然体験活動実施のノウハウや指導者等を有し、全国規模ま
たは地域規模の取り組みを企画、実施できる団体に委託することとされていま
す。日本連盟・群馬県連盟ではこの事業に賛同し受託。「ボーイスカウトとあ
そぼう！ ワクワク自然体験あそび」と題して県内各地でイベントを開催しました。

令和２年度　文部科学省　委託事業

55名のお子さんにアウトドアチャレンジを体験してもらいました。
「竹工作」では、ノコギリとナタを使って箸とコップを作りました。
「火起こし体験」では、みんな腕は疲れるし汗だくに。昔の火起こしは大変
ですね。頑張ったご褒美は甘～い
スモアでした。
「キムスゲーム」は、五感を研ぎ澄
ませて答えを出します。タワシや
ボールを触ったり、空き缶やガラ
スの音を聞いたりして当てました。
「ロープ結び」はお手本を見
て、お兄さんに教えてもら
いながら頑張りました。
「モンキーブリッジ」は地区
ベンチャースカウトが製作・
運営をしました。２回の訓
練を経て、番線の補強なし
に立派な橋が完成しました。

火起こしと非常食試食と自然遊び
前橋市・敷島公園キャンプ場／前橋第１団／R2.11.1

アウトドアチャレンジ
高崎市・観音山ファミリーパーク／高崎地区協議会／R2.11.1

コロナ禍の中、子供たちが思い切り自然の中で遊べたらと実施しました。
6歳から小学3年生まで、前橋市内だけでなく高崎市や埼玉県からのご家
族もいらっしゃいました。準備期間が少ない中、指導者・ローバー隊・団委
員・保護者が一致団結して相談の上それぞれチームごとに事前準備をし、
当日素晴らしいチームワークで開催でき参加者の皆満足した顔で無事終
えることができました。このイベントをきっかけに3人の入団が決まり、そ
の後も数件の問い合わせがあるので開催したことは良かったと思ってい
ます。今後もみんなで楽しくこの活動を拡めていきたいと思います。

野外で遊ぼう！
桐生市・市民広場／桐生第22団／R2.10.25

多々良アドベンチャーハイキング
館林市、邑楽町・多々良沼公園／邑楽町第１団／R2.10.25

秋晴れの中、約40名の子供たちとその保護者にご参加いただきました。
4つの班に分かれて、割り箸を使った工作や綱渡り、ネイチャーゲームな
どを楽しみ、元気に身体を動かしました。
綱渡りでは、スラックラインという
細いベルトの上をバランスを取り
ながら進みました。初めは怖がっ
ていた子供も渡り終えると満足そ
うな表情に。用意した遊びだけで
なく、虫や植物を探すなど自然を
満喫していました。

自然に恵まれた多々良沼公園を舞台に、46名の一般参加を含む総勢69
名にてアドベンチャーハイキングに挑戦しました。

恵まれた天候のもと、豊かな多々良
沼の秋の景色を楽しみながら、ポイ
ントに設けられたゲームをクリアし
て、無事全員ゴールできました。
子供たちからも、たくさんの「楽し
かった！」という声をいただき、多く
の皆さんに、スカウト活動を経験し
てもらえる良い機会となりました。

年長～小学3年生を対象に30名のお子様とその保護者にご参加いただき
ました。親子やお友達と一緒に楽しいゲームや自然物を利用した工作を

行い、６つのスタンプをすべて集め
るプログラムを行いました。
参加後の保護者アンケートでは「ボ
ーイスカウトらしい、自ら考え挑戦
するプログラム」の要望もいただき
ましたので、機会があればスカウト
スキルもいれたプログラムを実施
していきたいと思います。

親子であつまれ！ わくわくスタンプラリー
大泉町・御所作公園／大泉第５団／R2.11.15

ボーイスカウト体験しよう
前橋市・敷島公園キャンプ場／前橋第７団／R2.11.29

あつまれ！ みんなのもり

ボーイスカウトとあそぼう デイキャンプ体験会
前橋市・敷島公園キャンプ場／前橋第５団／R2.12.13

年長～小学3年生まで、40名の子供たちにご参加いただきました。
普段体験できない火起こし体験。また、どんぐり工作、ビーバー年代用に
と魚釣りゲーム、水鉄砲などプログラムを多く考え、おやつにはマシュマ
ロ焼きなど食べて、スカウトたちも一般の参加者も、大変楽しく行えました。
子供たちも「楽しい」「面白い」など声が聞こえていました。	
前橋第7団でアンケートも行い、保護者からも「よい経験ができました」と
意見をいただけました。本事業からボーイスカウト活動を体験し、ボーイ
スカウト活動も知ってもらえたように思います。

小学1～４年生までの20名が3つのグループに分かれて行いました。
初めはテント設営で、みんな初対面で最初は遠慮がちでしたが、すぐに仲
良くなり協力して立てて、できあがったテントの中で遊んでいました。
次にハイゼックス炊飯を行いました。災害時には役立つ炊飯方法で、子供
たちでは難しいところなどは保護者を交えて行いました。40分程ででき
あがったご飯にふりかけをかけて食べると「おいしい！」とか「ちゃんとご
飯になってる」と言いながら、楽しそうに食べてくれました。
12月で寒くもありましたが、天候にも恵まれて良い体験会ができました。

●県内各会場でのイベント紹介

　群馬県連盟では、令和２年11月８日に太田市の
県立ぐんまこどもの国にて「ボーイスカウトフェス
ティバル」を開催しました。県内のローバースカウ
トと30代までの若手指導者が中心となって、プロ
グラムの企画・運営を行いました。
　園内を「広場ゾーン」「フォレストゾーン」「アト
リエゾーン」「ビレッジゾーン」の４つのゾーンに
分け、８つのプログラムを配置しました。プログラ
ムは、信号塔に登る体験やバブロケット飛ばし、魚
釣りやバランスよくボールを動かすゲーム、スカウ
ト技能を活かした歩測ゲームやキャンプ用品・キャ
ンプサイトの展示、ネッカチーフ作り体験などを、
感染症対策を十分に行った上で実施しました。
　県内各団のスカウトはもとより、一般の子供たち
73名を迎えて楽しんでいただきました。

日本ボーイスカウト群馬県連盟　理事長　大 川 由 明

　本日はボーイスカウトフェスティバルにご参加いただきありがとうございます。
　コロナ禍のなか、開催まで多くの難題がありましたが、一つひとつ課題を解
決して開催できたこと、また、これまで準備に携わってくださったぐんまこど
もの国の関係者、そしてボーイスカウトフェスティバル実行委員会スタッフに
感謝します。
　今回のフェスティバル開催主旨は、来場された一般の保護者や子供たち、そ
して上毛新聞、群馬テレビなどのマスメディアの方々に、ボーイスカウト活動
の見学や体験を通してその魅力を知ってもらい、加盟員拡大につながることを
期待しての開催です。
　プログラムの企画運営は大学生年代のローバースカウトと若い指導者が中心
となり進めてきました。次世代を担う若者の活躍が期待されます。
　「礼儀正しく、自分で考え、行動する魅力あるスカウトを育成しよう！」の
県連盟スローガンのもと、コロナ感染症対策の新様式を守りながら安全に楽し
んでいただけることを願っています。 

●当日の主催者あいさつ （要旨）

50名以上の子供たちと、魚釣り・観察キムス
ゲーム・落ち葉ステンドグラス作りを行うポ
イントラリーや、自然を体験するフィールドビ
ンゴを行いました。コロナ禍の閉塞した状況
を少しでも緩和するため、子供たちに身体を
動かす場（機会）を提供することができました。
多くの子供たちから「楽しかった。また遊び
たい」との感想を得ました。スカウト活動は
地域社会に根ざした活動であることを広くア
ピールしていきたいと思います。

伊勢崎市・いせさき市民の森公園／伊勢崎第12団／R2.11.15
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●●ステップアップおめでとう！ステップアップおめでとう！

予定されている大きな行事
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太田第６団
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太田第５団
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金子煌太郎 矢 内 花 音 清 水 駿 斗

山 本 紗 良 小 松 煌 斉 鈴 木 駿 大

高 橋 樹 弘 荒 井 翔 瑛 小 澤 勇 太

菊スカウト
令和２年８月～３年１月までに履修したスカウトの紹介です。

（敬称略）

令和３年（2021）　8月
　第31回群馬県野営大会
令和３年（2021）　11月頃
　第17回群馬県カブラリー
令和４年（2022）
　日本連盟創立100周年
令和４年（2022）　8月　　〈東京〉
　第18回日本スカウトジャンボリー
令和５年（2023）　8月　　〈韓国〉
　第25回世界スカウトジャンボリー

技能章には　　進級課目と連動して取得する９種（円のふちが赤）と、
興味関心に応じて任意に取得可能な74種（円のふちが緑）があります。

富士スカウト・隼スカウト　　該当者なし
コロナ禍で思うようなスカウト活動ができない
中ではありますが、スカウトの皆さんのさらな
るステップアップを期待します。

スカウトソング章　　堅苦しく難しいイメージを持ちがちな技能章です
が、そんなことはありません。例えば、１級章取得のために必要なこの
技能章は、日々の活動の延長線上にある取得しやすい技能章のひとつで
す。項目を見ると、歌集から10曲以上歌える、指揮を正しく行うなど。
これならできる気がする！ 今まで口ずさんできたソングの数々を改め
て見直す機会にもなりますね。好きなソングアンケートをしたところ、

「光の路」「I’ve Got The B-P Spirit」など王道から、「10種野営料理法」
まで幅広いソングがあがりました。この機会に歌集を開いて、今気にな
る曲をえらんでみては？ みんなで大きな声で歌える日を楽しみに！

ColumnColumn ボーイスカウトの進級課程ボーイスカウトの進級課程

ボーイスカウトは６段階の進級章を取得して、到達点である富
士スカウト章を目指します。しかし、ツラく厳しいばかりの活
動をしているわけではありません。自分の進級だけを追い求め
る活動ではないのです。集会はスカウトたちの自治により計画・
実行され、班活動を軸に上級スカウトが指導することで班員の

スキルを上げて
いきます。
まず「まねる」

「失敗から学ぶ」
「教えることで
学ぶ」を実際に
経験しながら成
長していきます。資料出典：ボーイスカウト日本連盟

技能章「スカウトソング章」技能章「スカウトソング章」●ボーイスカウト豆知識 004

～追悼～　日本連盟 顧問・先達　新 藤 信 夫 さん
長年にわたり、ボーイスカウト日本連盟、群馬県連盟をけん引されてきました新藤信夫顧問・先達が、令和２年８月１０日に逝去さ
れました（享年81）。これまでのボーイスカウト活動の発展に尽力された功績や情熱にみちた誠心誠意のご指導していただけ
たこと、深く感謝申し上げます。心よりご冥福をお祈りすると共に、新藤先達のモットーでありますコモンセンス、スペシャルセンス、
スピード＆パッション（情熱）は継承して参りますので、どうぞ見守ってください。

日本ボーイスカウト群馬県連盟　理事長　大  川  由  明

［群馬県連盟奉仕歴］ 群馬県連盟 理事長（H4〜）、群馬県連盟 副連盟長（H12〜）
［日本連盟奉仕歴］日本連盟 教育本部中央審議会議長（H11〜）、日本連盟 常務理事（H19〜）、日本連盟 コミッショナー（H22〜）、日本連盟 専務理事（H24〜）、日本連盟 顧問／先達（H28〜）
［日本連盟受章歴］ かっこう章（S54）、たか章（H2）、特別功績章／スカウティング褒章（H27）、きじ章（H30）　［外部受章歴］ 文部大臣表彰（H9）、藍綬褒章（H14）、旭日単光章（H26）


